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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月12日(2013.4.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数セルの中で送信タイミングが同一であ
るセルをグループ化した複数の送信タイミンググループを構成し、前記送信タイミンググ
ループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムアクセスを行なう移動通信システムに適
用される基地局装置であって、
　前記複数の送信タイミンググループの１つの送信タイミンググループに属する少なくと
も１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報を用いて
競合ベースランダムアクセス手順または非競合ベースランダムアクセス手順を指示し、
　前記１つの送信タイミンググループ以外の送信タイミンググループに属する少なくとも
１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報を用いて非
競合ベースランダムアクセス手順を指示することを特徴とする基地局装置。
【請求項２】
　移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数セルの中で送信タイミングが同一であ
るセルをグループ化した複数の送信タイミンググループを構成し、前記送信タイミンググ
ループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムアクセスを行なう移動通信システムに適
用される移動局装置であって、
　前記複数の送信タイミンググループの１つの送信タイミンググループに属する少なくと
も１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報に応じて
、競合ベースランダムアクセス手順または非競合ベースランダムアクセス手順を行い、
　前記１つの送信タイミンググループ以外の送信タイミンググループに属する少なくとも
１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報に応じて、
非競合ベースランダムアクセス手順を行うことを特徴とする移動局装置。
【請求項３】
　競合ベースランダムアクセス手順または非競合ベースランダムアクセス手順を行うセル
を用いたランダムアクセス手順において、ランダムアクセスプリアンブルの送信回数が最
大再送回数を超えた場合は、ランダムアクセス手順の失敗であると判定し、
　非競合ベースランダムアクセス手順のみを行うセルを用いたランダムアクセス手順にお
いて、ランダムアクセスプリアンブルの送信回数が最大再送回数を超えた場合は、ランダ
ムアクセス手順の失敗であると判定しないことを特徴とする請求項２記載の移動局装置。
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【請求項４】
　移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数セルの中で送信タイミングが同一であ
るセルをグループ化した複数の送信タイミンググループを構成し、前記送信タイミンググ
ループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムアクセスを行なう移動通信システムに適
用される基地局装置の通信方法であって、
　前記複数の送信タイミンググループの１つの送信タイミンググループに属する少なくと
も１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報を用いて
競合ベースランダムアクセス手順または非競合ベースランダムアクセス手順を指示し、
　前記１つの送信タイミンググループ以外の送信タイミンググループに属する少なくとも
１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報を用いて非
競合ベースランダムアクセス手順を指示することを特徴とする基地局装置の通信方法。
【請求項５】
　移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数セルの中で送信タイミングが同一であ
るセルをグループ化した複数の送信タイミンググループを構成し、前記送信タイミンググ
ループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムアクセスを行なう移動通信システムに適
用される移動局装置の通信方法であって、
　前記複数の送信タイミンググループの１つの送信タイミンググループに属する少なくと
も１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報に応じて
、競合ベースランダムアクセス手順または非競合ベースランダムアクセス手順を行い、
　前記１つの送信タイミンググループ以外の送信タイミンググループに属する少なくとも
１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報に応じて、
非競合ベースランダムアクセス手順を行うことを特徴とする移動局装置の通信方法。
【請求項６】
　移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数セルの中で送信タイミングが同一であ
るセルをグループ化した複数の送信タイミンググループを構成し、前記送信タイミンググ
ループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムアクセスを行なう移動通信システムに適
用される基地局装置に実装され、前記基地局装置に複数の機能を発揮させる集積回路であ
って、
　前記複数の送信タイミンググループの１つの送信タイミンググループに属する少なくと
も１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報を用いて
競合ベースランダムアクセス手順または非競合ベースランダムアクセス手順を指示する機
能と、
　前記１つの送信タイミンググループ以外の送信タイミンググループに属する少なくとも
１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報を用いて非
競合ベースランダムアクセス手順を指示する機能と、を含む機能を前記基地局装置に発揮
させることを特徴とする集積回路。
【請求項７】
　移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数セルの中で送信タイミングが同一であ
るセルをグループ化した複数の送信タイミンググループを構成し、前記送信タイミンググ
ループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムアクセスを行なう移動通信システムに適
用される移動局装置に実装され、前記移動局装置に複数の機能を発揮させる集積回路であ
って、
　前記複数の送信タイミンググループの１つの送信タイミンググループに属する少なくと
も１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報に応じて
、競合ベースランダムアクセス手順または非競合ベースランダムアクセス手順を行う機能
と、
　前記１つの送信タイミンググループ以外の送信タイミンググループに属する少なくとも
１つのセルに対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報に応じて、
非競合ベースランダムアクセス手順を行う機能と、を含む機能を前記移動局装置に発揮さ
せることを特徴とする集積回路。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の基地局装置は、移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数セルの中で送
信タイミングが同一であるセルをグループ化した複数の送信タイミンググループを構成し
、前記送信タイミンググループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムアクセスを行な
う移動通信システムに適用される基地局装置であって、前記複数の送信タイミンググルー
プの１つの送信タイミンググループに属する少なくとも１つのセルに対して、下りリンク
制御チャネルでのランダムアクセス指示情報を用いて競合ベースランダムアクセス手順ま
たは非競合ベースランダムアクセス手順を指示し、前記１つの送信タイミンググループ以
外の送信タイミンググループに属する少なくとも１つのセルに対して、下りリンク制御チ
ャネルでのランダムアクセス指示情報を用いて非競合ベースランダムアクセス手順を指示
することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（２）また、本発明の移動局装置は、移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数
セルの中で送信タイミングが同一であるセルをグループ化した複数の送信タイミンググル
ープを構成し、前記送信タイミンググループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムア
クセスを行なう移動通信システムに適用される移動局装置であって、前記複数の送信タイ
ミンググループの１つの送信タイミンググループに属する少なくとも１つのセルに対して
、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報に応じて、競合ベースランダム
アクセス手順または非競合ベースランダムアクセス手順を行い、前記１つの送信タイミン
ググループ以外の送信タイミンググループに属する少なくとも１つのセルに対して、下り
リンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報に応じて、非競合ベースランダムアク
セス手順を行うことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　（３）また、本発明の移動局装置は、競合ベースランダムアクセス手順または非競合ベ
ースランダムアクセス手順を行うセルを用いたランダムアクセス手順において、ランダム
アクセスプリアンブルの送信回数が最大再送回数を超えた場合は、ランダムアクセス手順
の失敗であると判定し、非競合ベースランダムアクセス手順のみを行うセルを用いたラン
ダムアクセス手順において、ランダムアクセスプリアンブルの送信回数が最大再送回数を
超えた場合は、ランダムアクセス手順の失敗であると判定しないことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１３】
　（４）また、本発明の通信方法は、移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数セ
ルの中で送信タイミングが同一であるセルをグループ化した複数の送信タイミンググルー
プを構成し、前記送信タイミンググループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムアク
セスを行なう移動通信システムに適用される基地局装置の通信方法であって、前記複数の
送信タイミンググループの１つの送信タイミンググループに属する少なくとも１つのセル
に対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報を用いて競合ベースラ
ンダムアクセス手順または非競合ベースランダムアクセス手順を指示し、前記１つの送信
タイミンググループ以外の送信タイミンググループに属する少なくとも１つのセルに対し
て、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報を用いて非競合ベースランダ
ムアクセス手順を指示することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（５）また、本発明の通信方法は、移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数セ
ルの中で送信タイミングが同一であるセルをグループ化した複数の送信タイミンググルー
プを構成し、前記送信タイミンググループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムアク
セスを行なう移動通信システムに適用される移動局装置の通信方法であって、前記複数の
送信タイミンググループの１つの送信タイミンググループに属する少なくとも１つのセル
に対して、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報に応じて、競合ベース
ランダムアクセス手順または非競合ベースランダムアクセス手順を行い、前記１つの送信
タイミンググループ以外の送信タイミンググループに属する少なくとも１つのセルに対し
て、下りリンク制御チャネルでのランダムアクセス指示情報に応じて、非競合ベースラン
ダムアクセス手順を行うことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（６）また、本発明の集積回路は、移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数セ
ルの中で送信タイミングが同一であるセルをグループ化した複数の送信タイミンググルー
プを構成し、前記送信タイミンググループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムアク
セスを行なう移動通信システムに適用される基地局装置に実装され、前記基地局装置に複
数の機能を発揮させる集積回路であって、前記複数の送信タイミンググループの１つの送
信タイミンググループに属する少なくとも１つのセルに対して、下りリンク制御チャネル
でのランダムアクセス指示情報を用いて競合ベースランダムアクセス手順または非競合ベ
ースランダムアクセス手順を指示する機能と、前記１つの送信タイミンググループ以外の
送信タイミンググループに属する少なくとも１つのセルに対して、下りリンク制御チャネ
ルでのランダムアクセス指示情報を用いて非競合ベースランダムアクセス手順を指示する
機能と、を含む機能を前記基地局装置に発揮させることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
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　（７）また、本発明の集積回路は、移動局装置に複数のセルを割り当てて、前記複数セ
ルの中で送信タイミングが同一であるセルをグループ化した複数の送信タイミンググルー
プを構成し、前記送信タイミンググループ毎に移動局装置から基地局装置へランダムアク
セスを行なう移動通信システムに適用される移動局装置に実装され、前記移動局装置に複
数の機能を発揮させる集積回路であって、前記複数の送信タイミンググループの１つの送
信タイミンググループに属する少なくとも１つのセルに対して、下りリンク制御チャネル
でのランダムアクセス指示情報に応じて、競合ベースランダムアクセス手順または非競合
ベースランダムアクセス手順を行う機能と、前記１つの送信タイミンググループ以外の送
信タイミンググループに属する少なくとも１つのセルに対して、下りリンク制御チャネル
でのランダムアクセス指示情報に応じて、非競合ベースランダムアクセス手順を行う機能
と、を含む機能を前記移動局装置に発揮させることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除



(7) JP 2012-39400 A5 2013.5.30

【補正の内容】
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